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                平成１９年８月９日 

各    位 

東京都千代田区丸の内１丁目８番１号

丸 の 内 ト ラ ス ト タ ワ ー Ｎ 館

株 式 会 社 毎 日 コ ム ネ ッ ト

代 表 取 締 役 社 長  伊 藤  守

(ＪＡＳＤＡＱ・コード番号 ８９０８)

( 問 合 わ せ 先 ) 取締役管理本部長 

                 小野田 博幸 

( 電 話 番 号 )  03-5218-8908 

 

（訂正）平成19年 11月期 中間決算短信の一部訂正について 
 

平成19年 7月23日に発表いたしました「平成19年 11月期 中間決算短信」の記載内容に一部誤りがござ

いましたので、下記のとおり訂正いたします。 

なお、訂正部分には下線を付しております。 
 

記  
 
【訂正箇所① 平成19年 11月期 中間決算短信 １ページ】 

(2)連結財政状態 

(訂正前) 

 総 資 産     純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産

 百万円 百万円 ％ 円   銭

19 年 5 月中間期 
18 年 5 月中間期 

9,082 
6,636 

3,019
2,742

33.1 
41.3 

334     68 
304     91 

18 年 11 月期 6,735 2,870 42.6 318     68 
(参考)  自己資本   19年5月中間期  3,009百万円  18年5月中間期 2,742百万円  18年11月期 2,870百万円 
(訂正後) 
 総 資 産     純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産

 百万円 百万円 ％ 円   銭

19 年 5 月中間期 
18 年 5 月中間期 

9,082 
6,636 

3,019
2,742

33.1 
41.3 

333     64 
304     91 

18 年 11 月期 6,735 2,870 42.6 318     68 
(参考)  自己資本   19年5月中間期  3,009百万円  18年5月中間期 2,742百万円  18年11月期 2,870百万円 
 

【訂正箇所② 平成19年 11月期 中間決算短信 ２ページ】 

(2)個別財政状態 

(訂正前) 
 総 資 産     純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産

 百万円 百万円 ％ 円   銭

19 年 5 月中間期 
18 年 5 月中間期 

8,753 
6,436 

2,811
2,616

32.0 
40.6 

311     68 
290     91 

18 年 11 月期 6,654 2,816 42.3 312     72 
(参考)  自己資本   19年5月中間期  2,802百万円  18年5月中間期 2,616百万円  18年11月期 2,816百万円 
(訂正後) 

 総 資 産     純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産

 百万円 百万円 ％ 円   銭

19 年 5 月中間期 
18 年 5 月中間期 

8,753 
6,436 

2,811
2,616

32.0 
40.6 

310     63 
290     91 

18 年 11 月期 6,654 2,816 42.3 312     72 
(参考)  自己資本   19年5月中間期  2,802百万円  18年5月中間期 2,616百万円  18年11月期 2,816百万円
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【訂正箇所③ 平成19年 11月期 中間決算短信 ３ページ】 

(1)経営成績に関する分析 

(訂正前) 

以上の結果、当中間連結会計期間の売上高は 3,830,745 千円(前年同期比 52.6％増)、営業利

益は 497,728 千円(同 20.1％増)、経常利益は 457,592 千円(同 30.7％増)、当期純利益は 259,880

千円(同 31.9％増)となりました。 

(訂正後) 

以上の結果、当中間連結会計期間の売上高は 3,830,745 千円(前年同期比 52.6％増)、営業利

益は 497,728 千円(同 20.1％増)、経常利益は 457,592 千円(同 30.7％増)、中間純利益は 259,880

千円(同 31.9％増)となりました。 

 

【訂正箇所④ 平成19年 11月期 中間決算短信 ５ページ】 

(2)財政状態に関する分析 

(訂正前) 

（資産、負債及び純資産の状況） 

当中間連結会計期間末の資産合計は 9,082,219 千円となり前連結会計年度末に比べ 2,346,985

千円増加いたしました。この増加の主な要因は、流動資産において、現金及び預金が 663,062 千

円の増加、たな卸資産が 2,036,789 千円の増加、固定資産において、投資その他の資産が 369,047

千円減少したことによります。負債合計は 6,063,068 千円となり前連結会計年度末に比べ

2,198,162 千円増加いたしました。この増加の主な要因は、流動負債において、短期借入金が

2,260,000 千円増加したことによるものであります。また、純資産合計は 3,019,151 千円となり

前連結会計年度末に比べ 148,823 千円増加いたしました。この増加の主な要因は、前期の利益処

分による配当金等の支払いがあったものの、中間純利益 259,880 千円を計上したことによります。

その結果、１株当たり純資産額は 334 円 68 銭となり前連結会計年度に比べ 16 円 00 銭増加いた

しました。また、自己資本比率は総資産が大幅に増加したことにより前連結会計年度の 42.6％

から 33.1％となりました。 

(訂正後) 

（資産、負債及び純資産の状況） 

当中間連結会計期間末の資産合計は 9,082,219 千円となり前連結会計年度末に比べ 2,346,985

千円増加いたしました。この増加の主な要因は、流動資産において、現金及び預金が 663,062 千

円の増加、たな卸資産が 2,036,789 千円の増加、固定資産において、投資その他の資産が 369,047

千円減少したことによります。負債合計は 6,063,068 千円となり前連結会計年度末に比べ

2,198,162 千円増加いたしました。この増加の主な要因は、流動負債において、短期借入金が

2,260,000 千円増加したことによるものであります。また、純資産合計は 3,019,151 千円となり

前連結会計年度末に比べ 148,823 千円増加いたしました。この増加の主な要因は、前期の利益処

分による配当金等の支払いがあったものの、中間純利益 259,880 千円を計上したことによります。

その結果、１株当たり純資産額は 333 円 64 銭となり前連結会計年度に比べ 14 円 96 銭増加いた

しました。また、自己資本比率は総資産が大幅に増加したことにより前連結会計年度の 42.6％

から 33.1％となりました。 
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【訂正箇所⑤ 平成19年 11月期 中間決算短信 26ページ】 

(１株当たり情報) 

(訂正前) 

前中間連結会計期間 
(自 平成17年12月１日 
至 平成18年５月31日) 

当中間連結会計期間 
(自 平成18年12月１日 
至 平成19年５月31日) 

前連結会計年度 
(自 平成17年12月１日 
至 平成18年11月30日) 

１株当たり純資産額 304.91円
 

１株当たり純資産額 334.68円
 

１株当たり純資産額 318.68円
 

１株当たり中間純利益 22.00円

潜在株式調整後 
１株当たり中間純利益 

21.61円
 

１株当たり中間純利益 28.83円

潜在株式調整後 
１株当たり中間純利益

28.28円
 

１株当たり当期純利益 35.93円

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

35.37円
 

(追加情報) 
当中間連結会計期間から、改正後

の「１株当たり当期純利益に関する
会計基準」(最終改正平成18年１月31
日 企業会計基準委員会 企業会計
基準第２号)及び「１株当たり当期純
利益に関する会計基準の適用指針」
(最終改正18年１月31日 企業会計
基準委員会 企業会計基準適用指針
第４号)を適用しております。 

  これによる影響はありません。 

 

(追加情報) 
当連結会計年度から、改正後の「１

株当たり当期純利益に関する会計基
準」(最終改正平成18年１月31日 企
業会計基準委員会 企業会計基準第
２号)及び「１株当たり当期純利益に
関する会計基準の適用指針」(最終改
正18年１月31日 企業会計基準委員
会 企業会計基準適用指針第４号)
を適用しております。 
これによる影響はありません。 

(訂正後) 

前中間連結会計期間 
(自 平成17年12月１日 
至 平成18年５月31日) 

当中間連結会計期間 
(自 平成18年12月１日 
至 平成19年５月31日) 

前連結会計年度 
(自 平成17年12月１日 
至 平成18年11月30日) 

１株当たり純資産額 304.91円
 

１株当たり純資産額 333.64円
 

１株当たり純資産額 318.68円
 

１株当たり中間純利益 22.00円

潜在株式調整後 
１株当たり中間純利益 

21.61円
 

１株当たり中間純利益 28.83円

潜在株式調整後 
１株当たり中間純利益

28.28円
 

１株当たり当期純利益 35.93円

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

35.37円
 

(追加情報) 
当中間連結会計期間から、改正後

の「１株当たり当期純利益に関する
会計基準」(最終改正平成18年１月31
日 企業会計基準委員会 企業会計
基準第２号)及び「１株当たり当期純
利益に関する会計基準の適用指針」
(最終改正18年１月31日 企業会計
基準委員会 企業会計基準適用指針
第４号)を適用しております。 

  これによる影響はありません。 

 

(追加情報) 
当連結会計年度から、改正後の「１

株当たり当期純利益に関する会計基
準」(最終改正平成18年１月31日 企
業会計基準委員会 企業会計基準第
２号)及び「１株当たり当期純利益に
関する会計基準の適用指針」(最終改
正18年１月31日 企業会計基準委員
会 企業会計基準適用指針第４号)
を適用しております。 
これによる影響はありません。 

 

【訂正箇所⑥ 平成19年 11月期 中間決算短信 38ページ】 

(4)中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

(訂正前) 

 前中間会計期間 

(自 平成17年12月１日 

至 平成18年５月31日) 

当中間会計期間 

(自 平成18年12月１日 

至 平成19年５月31日) 

前事業年度 

(自 平成17年12月１日 

至 平成18年11月30日) 

５ 引当金の計上基準 
略 

 (2) 賞与引当金 
   従業員の賞与の支払に備える

ため、支給見積額の期間対応額を
計上しております。 

 
 
 
 
 
 
 

略 

５ 引当金の計上基準 
略 

(2) 賞与引当金 
① 従業員賞与引当金 

従業員の賞与の支払に備え
るため、支給見積額の期間対応
額を計上しております。 
② 役員賞与引当金 

役員に対して支給する賞与
の支出に充てるため、支給見込
額に基づき当中間連結会計期
間に見合う分を計上しており
ます。 

略 

５ 引当金の計上基準 
略 

(2) 賞与引当金 
① 従業員賞与引当金 

同左 
 
 
②   ――――― 

 
 
 
 

 
略 
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(訂正後) 

 前中間会計期間 

(自 平成17年12月１日 

至 平成18年５月31日) 

当中間会計期間 

(自 平成18年12月１日 

至 平成19年５月31日) 

前事業年度 

(自 平成17年12月１日 

至 平成18年11月30日) 

５ 引当金の計上基準 
略 

 (2) 賞与引当金 
   従業員の賞与の支払に備える

ため、支給見積額の期間対応額を
計上しております。 

 
 
 
 
 
 

略 

５ 引当金の計上基準 
略 

(2) 賞与引当金 
① 従業員賞与引当金 

従業員の賞与の支払に備え
るため、支給見積額の期間対応
額を計上しております。 
② 役員賞与引当金 

役員に対して支給する賞与
の支出に充てるため、支給見込
額に基づき当中間会計期間に
見合う分を計上しております。

略 

５ 引当金の計上基準 
略 

(2) 賞与引当金 
① 従業員賞与引当金 

同左 
 
 
②   ――――― 

 
 
 
 

略 

 

【訂正箇所⑦ 平成19年 11月期 中間決算短信 43ページ】 

(１株当たり情報) 

(訂正前) 

前中間会計期間 
(自 平成17年12月１日 
至 平成18年５月31日) 

当中間会計期間 
(自 平成18年12月１日 
至 平成19年５月31日) 

前事業年度 
(自 平成17年12月１日 
至 平成18年11月30日) 

１株当たり純資産額 290.91円
 

１株当たり純資産額 311.68円
 

１株当たり純資産額 312.72円
 

１株当たり中間純利益 9.81円
 

１株当たり中間純利益 11.77円
 

１株当たり当期純利益 31.80円
 

潜在株式調整後 
１株当たり中間純利益 

9.63円

(追加情報) 
当中間会計期間から、改正後の「１

株当たり当期純利益に関する会計基
準」(最終改正平成18年１月31日 企
業会計基準委員会 企業会計基準第
２号)及び「１株当たり当期純利益に
関する会計基準の適用指針」(最終改
正18年１月31日 企業会計基準委員
会 企業会計基準適用指針第４号)
を適用しております。 

  これによる影響はありません。 

潜在株式調整後 
１株当たり中間純利益 

11.55円

 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

31.30円

(追加情報) 
当事業年度から、改正後の「１株

当たり当期純利益に関する会計基
準」(最終改正平成18年１月31日 企
業会計基準委員会 企業会計基準第
２号)及び「１株当たり当期純利益に
関する会計基準の適用指針」(最終改
正18年１月31日 企業会計基準委員
会 企業会計基準適用指針第４号)
を適用しております。 

  これによる影響はありません。 

(訂正後) 

前中間会計期間 
(自 平成17年12月１日 
至 平成18年５月31日) 

当中間会計期間 
(自 平成18年12月１日 
至 平成19年５月31日) 

前事業年度 
(自 平成17年12月１日 
至 平成18年11月30日) 

１株当たり純資産額 290.91円
 

１株当たり純資産額 310.63円
 

１株当たり純資産額 312.72円
 

１株当たり中間純利益 9.81円
 

１株当たり中間純利益 11.77円
 

１株当たり当期純利益 31.80円
 

潜在株式調整後 
１株当たり中間純利益 

9.63円

(追加情報) 
当中間会計期間から、改正後の「１

株当たり当期純利益に関する会計基
準」(最終改正平成18年１月31日 企
業会計基準委員会 企業会計基準第
２号)及び「１株当たり当期純利益に
関する会計基準の適用指針」(最終改
正18年１月31日 企業会計基準委員
会 企業会計基準適用指針第４号)
を適用しております。 

  これによる影響はありません。 

潜在株式調整後 
１株当たり中間純利益 

11.55円

 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

31.30円

(追加情報) 
当事業年度から、改正後の「１株

当たり当期純利益に関する会計基
準」(最終改正平成18年１月31日 企
業会計基準委員会 企業会計基準第
２号)及び「１株当たり当期純利益に
関する会計基準の適用指針」(最終改
正18年１月31日 企業会計基準委員
会 企業会計基準適用指針第４号)
を適用しております。 

  これによる影響はありません。 

 

以上 


